
水 道 グ ル ー プ
１　水道の指導監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
予算額　　１，１１７，１４３千円
決算額　　１，０８９，４１４千円
　　　　　　（特財　１，０８６，６９５千円）

(1)　水道事業の計画指導・認可

安全で良質な水の安定給水を確保するため、府内各水道事業者（上水道事業４３事業、水道用水
供給事業１事業）から、拡張事業や配水管等の整備事業、水道施設の耐震化事業等の実施計画について聴取を行い、効率的に推進されるよう指導・助言を行った。

令和３年度　水道事業認可・全部譲受届の件数：０件

（2） 水道広域化の推進

大阪府水道整備基本構想（おおさか水道ビジョン）で示した府域水道の将来像を実現するため、府域一水道に向けた更なる広域化の推進に努めた。

令和３年度は、平成30年度に設置した府内全水道事業者が参画する府域一水道に向けた水道のあり方協議会において、「府域一水道に向けた水道のあり方に関する検討報告書」を土台とした、一水道の目指すべき姿、市町村間の送配水施設の統廃合、各事業体で実施している広域連携や住民理解への取組み事例の共有及び大阪市と企業団の淀川系浄水場（柴島、豊能、庭窪、村野、三島）における更新スケジュールの調整等を行った。

加えて、令和４年度策定予定の水道の基盤強化に向けた具体的な実施計画となる「水道基盤強化計画」の作成に向けた骨子（案）を本協議会で検討した。
(3)　水道事業者への立入検査

令和３年度は、知事認可の全３３水道事業者に対し、立入検査を実施し水道関係法令、通知による指導等の遵守状況並びに前回の立入検査の指摘事項の改善状況について確認を行い、必要な指導・助言を行った。

(4)　水道整備に対する補助金
平成２８年度から、従来の国庫補助制度が交付金制度へ変更されたため、厚生労働省からの交付金を市町村等へ大阪府の補助金として交付するため、「大阪府生活基盤施設耐震化等補助金交付要綱」を策定し、水道整備事業に対する補助金（交付金）申請の内容審査、現地調査等の指導を行い、対象事業の適正な執行に努めた。

令和３年度生活基盤施設耐震化等補助金一覧表

(上水道・一般会計・本省繰越)

	補助事業者
	事　業　内　容
	補助金額
（千円）

	箕面市
	緊急時給水拠点確保等事業
	1,000

	松原市
	緊急時給水拠点確保等事業
	4,500

	摂津市
	緊急時給水拠点確保等事業
	23,135

	池田市
	水道管路耐震化等推進事業
	12,000

	池田市
	緊急時給水拠点確保等事業
	1,000

	枚方市
	緊急時給水拠点確保等事業
	2,757

	
	水道管路耐震化等推進事業
	16,479

	守口市
	水道管路耐震化等推進事業
	11,821

	岸和田市
	水道管路耐震化等推進事業
	23,700

	泉佐野市
	水道管路耐震化等推進事業
	12,000

	堺市
	官民連携等基盤強化推進事業
	357

	大阪広域
水道企業団
	緊急時給水拠点確保等事業
	600,932

	
	水道管路耐震化等推進事業
	134,596

	
	水道事業運営基盤強化推進事業（広域化事業）
	102,000

	
	水道事業運営基盤強化推進事業（運営基盤強化等事業）
	140,000

	合計
	
	1,086,277


(5)　専用水道・特設水道の衛生確保

令和２年度より保健所生活衛生業務の再編に伴い、保健所が実施していた立入検査を当グループ
において担当している。
令和３年度は、全施設（17施設）に対して立入検査を実施し、水道関係法令、通知による指導等の遵守状況並びに前回の立入検査の指摘事項の改善状況について確認を行うと伴に、原水・浄水を収去して水質検査を行い必要な指導・助言を行った。
(6)　水道水中微量有機物質調査の実施

「大阪府水道水質管理計画（平成29年5月改定）」に基づき、府内の水道水源及び水道水中の未規制微量有機物質等の実態を把握し、水道水の安全確保を図るための基礎資料を得ることを目的に、大阪健康安全基盤研究所及び関係水道（用水供給）事業体の協力を得て、令和３年度は「農薬類および代謝産物」を対象項目として実施した。

(7)　簡易専用水道等貯水槽水道の衛生確保

ビル・マンション等に設けられている貯水槽水道の適正な管理が行われるよう、保健所により「大阪府簡易専用水道監視指導実施要領」、「大阪府小規模貯水槽水道衛生管理指導要領」に基づき施設への立入指導やパンフレット配付などを行い、衛生的な水道水の供給の確保に努めた。

(8)　飲用井戸の衛生確保

飲用井戸の利用による健康被害を防止するため、「大阪府飲用井戸等衛生管理指導要領」に基づき、保健所により施設への立入指導やパンフレット配付などを行い飲用井戸の適正な利用の確保に努めている。

トリクロロエチレン等の有害物質が検出された場合は、「大阪府地下水質保全対策要領」に基づき、「汚染井戸周辺地区調査」を実施し、汚染井戸周辺の家庭用井戸利用者に対して井戸利用状況調査・水質検査等衛生確保対策を実施している。

(9)　水道水質検査外部精度管理

正確で信頼性の高い検査結果が常に得られるよう水道水質検査精度の向上を図ることを目的に、大阪健康安全基盤研究所及び関係水道事業体等の協力を得て、令和３年度は「六価クロム化合物」、「蒸発残留物」を対象項目として実施した。また、フォローアップとして外部精度管理基礎研修会等を開催し、分析担当者の技術力の向上に努めた。
(10) 耐塩素性病原微生物クリプトスポリジウム対策

クリプトスポリジウムによる水道水の安全対策を確保するため、平成１９年３月に厚生労働省から示された「水道水におけるクリプトスポリジウム等対策指針」に基づき、各水道事業体に対し、浄水濁度を0.1度以下に維持できるろ過設備又はクリプトスポリジウム等を不活化できる紫外線処理設備の整備と、ろ過池出口の水の濁度管理等、クリプトスポリジウムの汚染防止対策の徹底について指導を行った。

(11) 専用水道、簡易専用水道等の事務移譲等

大阪府では、大阪発“地方分権改革”ビジョンに基づき市町村への水道法及び特設水道条例の事務移譲を進めてきたが、平成２５年４月に水道法が改正され、専用水道、簡易専用水道の指導・監督の業務が市に移譲された。このことに伴い、水道法に係る事務は町村域のうち、忠岡町及び熊取町に移譲しており、府特設水道条例に係る事務については、市域を対象として移譲を進めている。令和３年度の事務処理件数は以下のとおりとなっている。また、移譲市町を対象に連絡会議の実施により円滑な事務移譲に努めた。

令和３年度水道法に係る事務処理件数
	権限移譲市町
	処理件数

	熊取町
	17


令和３年度特設水道条例に係る事務処理件数

	権限移譲市町
	処理件数

	吹田市
	 2

	高槻市
	 10

	茨木市
	10

	四條畷市
	 8

	交野市
	 4



  (12) 災害時生活用水確保等事業

大規模地震等の災害時に既存の井戸等を有効活用し、生活用水を確保することを目的とした「災害時協力井戸」について、ホームページ等において、広報を行い、登録、利用方法等、事業の周知に努めている。

なお、「災害時協力井戸」登録事業については、平成２５年度の水道法の改正に伴い、市域について本事業の移譲を順次進め、平成３０年度に府内全市への移譲が完了している。

○根拠法令
水道法
大阪府特設水道条例
生活基盤施設耐震化等交付金交付要綱
簡易水道等施設整備費国庫補助金交付要綱
熊取町の事務処理件数は、専用水道、簡易専用水道、特設水道の合計件数


忠岡町は権限移譲済みであるが、処理件数が0件








権限移譲済みであるが、処理件数が0件であった市町


堺市、岸和田市、豊中市、池田市、泉大津市、貝塚市、守口市、枚方市、八尾市、泉佐野市、寝屋川市、河内長野市、松原市、大東市、和泉市、箕面市、柏原市、羽曳野市、門真市、摂津市、高石市、藤井寺市、東大阪市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町











